
ポイラじよう

fitを示す基準として送り出しノズノレの最小径(図面の dmm) で

表わしている。国鉄では吸水温度 20 0 C 以上，吸込水頭 1 ，500

mm を基準としたときその送り出し査を， つぎのように規定し

ている。
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1 グ.レシヤムインゼクタ

、，

ノレ;;.\:， ウオーシ

γ トン式などが 2 グレ γ ベムイ γゼタタ

あるが，図鉄ではウエヤ一式を元として設計した図-3 (次ベー ジ)

に示すものを基本形としている。蒸気"/リンダおよひ:7.k ，ン リソ

ダの 2 主要部分からなり，鋳鏑車1の蒸気ピストン(22)および青銅

製の水ピストン(17)を l 本の銅製ピストソ彬(時)で連結し，蒸気ピ

ストンの上下巡動によって水ピス ト ンは炭水車水タソク より 吸

7.kしポイラに送る。一行程当り送水量は約 3.91 であ り，運転速

度は使用蒸気圧 13 kg/cm '，給水温度 90 0 C，送出し圧力 14.5

kg/cm' の場合毎分 1 -40 t且行程の範囲で自由に加l滋すること

ができる。蒸気シリソダ(3)は鋳鉄製，水シリンダ( 1 ) も鋳鉄製で

中間体 ・ および水弁室と一体になっている。 7.K γ リソダ内部に

は腐食防止のため青銅製プγ ュ (14)を圧入している。蒸気シリン

ダに対する蒸気の給排は，シリ γダ機に取付けた蒸気室(5)内の

主すべり弁(胡およびすべり弁(訂)の弁連動による。すべり弁はピ

ストソ篠(同から運動をとり ， てこ働力目減縁側を経て上下に動か

され，蒸気通路の切換えによって主すべり弁を左または右に動

かし， 蒸気ピストンの上または下に蒸気を給排する蒸気通路の

切線えが行われる。水、ンリソダの7.k弁室は弁(10)および弁座 (11 ・

13) によ って上・中 ・ 下の 3 室に分けられ， 中の室はリプによ

って左右に分けられている。下の室は水吸込口 に ， 中左右の室

は一室は水γ リソダの上， 一室は下に通じている。上の室は水

繰出口に通じている。すなわち下の弁は吸込みj司，上の弁は送

り出し用の逆止め弁である。

給水ポソプは普通ポイラ胴検， 歩み板下に取付けるので運転

室内では，これが確実に運転しているかを確認することがでを

ないので，新形般関耳互には給水ポゾプのすべり弁を動かすてこ

(幼から運動をとり，てこと作用僚により 運転室内ポイラ後板上

部に導いて， 給水ポソプの運転状態を表示するようにした給水

ポンプ運転表示装置を装備している。

給水逆止め弁(図 l の 5) は給水ポンプから送り 出された給水

のポイラへの入口部に設け， 逆流を防止する弁で青銅製である。

止め弁および逆止め弁からなり ， 止め弁は通常開放しており逆

止め弁およひ.給水ポンプ送り出し管制iの故障修理，および給水

ポ γプのもれ検査の場合これを閉じる。

ポイラ給水案内は給水逆止め弁取付部のポイラ胴内部に設け，

ポイラに注入された給水を，ポイラ!洞底部の温度の低い音I1分に

導いてポイラ水の循環を妨げないようにする。ポイラ内に設け

るイソゼクタの送り出し管も給水案内の中に導いてこの中に注

水し下部に導かれる。(高桑五六)

ポイラじょうはつりょう ポイラ蒸発量 (英)evaporative 

capacity ポイラにおいて単位時間に発生する蒸気の量。一般

には 1 時間に発生する蒸気の量 kg/h をもって表わすのが普通

であり，次式により求めることができる。

Q= BG:"E -
h 

Q=蒸発量 (kg/h) ， B=燃焼率 (kg/m'/h) ，

G=火裕子函絞 (m') ， W =石炭発熱量 (kcal/kg) , 

E= ポイラ効率， h=蒸発熱量:(蒸気 1kgを作るに要する

熱量 kcal /kg) 。

運転計図上には連続給水してポイラの水位を一定に保った場

合の Qを使用するのが曽v通である。このようにして求めた値を

連続優大蒸発量， これに対しポイラ水術申告を中止したときの蒸

発熱量を一時的最大蒸発量と称して区別することがあるが， 一

般には前者を単に蒸発量と称している。ポイラ水補給を中止す

ればポイラ水が次第に滅少するため，短時間しか運転するこ と

ができないが， 式中分母の h が小さ L 、か ら蒸発量は多くなる。

また蒸発査を実験的に求めるには， 試験台または本線路試験

において単位時間の蒸発水量を測定すればよい.この場合本線

路試験では試験開始時のポイ ラ水位よりも終了時のポイラ水位

の方が低下しているのが普通であるので， このポイラ水位の変

化による誤差を修正して連続蒸発量を求めている。 このよ うに

して求めた蒸発量を と くに修正蒸発量と称している。




